
二
〇
二
二
年 

安
居
開
設
に
あ
た
っ
て

　
　安
居
の
願
い
と
聴
講
の
心
構
え

　安
居
は
、
本
派
が
行
う
学
事
の
中
心
道
場
で
あ
っ
て
、
広
く
真
宗
教
学
と
仏
教
教
理
に
つ
い
て
論
述
及
び
攻
究
を
行
い
、

も
っ
て
教
学
の
振
興
と
自
信
教
人
信
の
誠
を
尽
く
す
教
師
を
育
成
す
る
こ
と
を
そ
の
本
旨
と
す
る
。（「

安
居
条
例
」
第
二
条
）

　
当
派
に
お
け
る
安
居
は
、
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
、
東
本
願
寺
「
学

寮
」
の
初
代
講
師
で
あ
る
光
遠
院
恵
空
が
『
大
無
量
寿
経
』
を
講
じ
た
こ

と
が
そ
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
安
居
は
本

来
、
雨
期
の
三
ヵ
月
間
に
釈
尊
の
教
説
を
反
復
聞
思
す
る
機
会
で
あ
り
、

そ
の
伝
統
を
継
承
す
る
夏
安
居
が
、当
派
に
お
い
て
は
、江
戸
時
代
に
「
学

寮
」
と
い
う
形
を
と
っ
て
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
意
味
で
安
居
は
、
宗
門
学
事
の
最
高
峰
で
あ
る
「
学
寮
」
に
お
け

る
研
究
・
講
義
を
象
徴
す
る
研
鑽
の
場
と
し
て
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
伝

統
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、会
場
と
な
っ
て
い
る
大
谷
大
学
は
、「
学
寮
」

の
使
命
を
継
承
・
展
開
し
て
き
た
学
場
で
あ
り
、
安
居
の
歴
史
を
体
現
す

る
場
と
言
え
ま
す
。

　
安
居
は
、
現
代
の
最
先
端
の
成
果
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
高
度
な
学
術
探

究
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
教
学
そ
の
も
の
の
第
一
義
が
、
宗
門
教
化
に

内
容
を
与
え
、
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
は

単
に
学
問
的
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
信
心
の
実
践
が
と
も
な
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
教
学
に
要
請
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
在
り
方
を
、
安
田
理
深
師
は
「
僧
伽

の
学
」
と
教
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
居
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
決

し
て
単
な
る
集
中
講
義
の
受
講
で
は
な
く
、
宗
門
と
い
う
僧
伽
の
歴
史
に

主
体
的
に
参
画
す
る
態
度
を
も
っ
て
研
鑽
す
る
こ
と
で
あ
り
、
条
例
に
示

さ
れ
る
「
教
学
の
振
興
と
自
信
教
人
信
の
誠
を
尽
く
す
教
師
の
育
成
」
と

は
、
そ
の
具
体
的
な
表
現
な
の
で
す
。
聴
講
す
る
教
師
は
、
こ
の
こ
と
を

自
覚
し
、
責
任
を
持
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
二
年 

安
居
開
設
に
つ
い
て

真
宗
大
谷
派
宗
務
所
　
教
育
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
本
年
は
定

員
を
70
名
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
は
本
誌
67
頁
に
掲
載
。



安居開設にあたって

　
今
年
（
二
〇
二
二
年
、
令
和
四
年
）
の

夏
安
居
本
講
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
『
正

信
念
仏
偈
』
を
考
究
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
偈
文

は
、
宗
祖
の
主
著
『
教
行
信
証
』
の
「
行

巻
」
末
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
ご
自

身
で
、「
仏
恩
の
深
遠
な
る
を
信
知
し
て
、

『
正
信
念
仏
偈
』
を
作
り
て
曰
わ
く
」（『
真

宗
聖
典
』
二
〇
三
頁
）
と
書
い
て
お
ら
れ
る

の
で
、
偈
の
正
式
な
名
前
は
『
正
信
念
仏

偈
』
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か

し
世
間
に
流
布
し
て
い
る
の
は
、「
正
信

偈
」
で
あ
る
。
こ
の
偈
文
の
略
称
の
よ
う

に
み
え
る
名
前
は
、
宗
祖
以
外
の
誰
か
が

略
し
て
付
け
た
も
の
で
は
な
い
。

　
宗
祖
が
晩
年
に
お
作
り
に
な
っ
た
『
尊

号
真
像
銘
文
』
と
い
う
仮
名
の
聖
教
が
あ

る
。
こ
の
著
（
こ
れ
に
は
宗
祖
八
十
三
歳
と
記

さ
れ
た
略
本
と
、
八
十
六
歳
と
記
さ
れ
て
い
る

広
本
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
直
筆
で
あ
る
）
は

多
分
、
当
時
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
分
か
れ

て
軸
装
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
か
、
い
く

つ
か
が
ま
と
め
ら
れ
て
表
装
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
「
尊
号
」
と
か
「
真
像
」
に
書
き

込
ま
れ
た
銘
文
類
を
、
宗
祖
が
集
め
ら
れ

て
解
説
を
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
末
尾
に
、
聖
人
が
自
ら
の
偈
文
を

あ
げ
て
解
説
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。
そ
の

文
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、「
和
朝
愚
禿

釈
の
親
鸞
が
『
正
信
偈
』
の
文
」（
広
本
、『
真

宗
聖
典
』
五
三
〇
頁
）
と
記
入
し
て
お
ら
れ

る
。
こ
こ
に
「
正
信
偈
」
と
言
う
名
前
が

宗
祖
自
身
の
筆
跡
で
記
さ
れ
て
い
て
、
こ

の
名
前
を
宗
祖
自
身
が
許
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
そ
の
「
正
信
偈
」
の
文
か
ら

抜
き
出
さ
れ
た
十
行
二
十
句
が
、
讃
と
し

て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
軸
装
の
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
に
註
釈
を
加
え
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
今
回
は
、
本
来
の
「
正
信
念
仏
偈
」
が

置
か
れ
て
い
る
『
教
行
信
証
』
と
こ
の
偈

と
の
関
係
や
、
特
に
「
行
巻
」
末
に
置
か

れ
て
い
る
意
味
な
ど
を
考
察
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
自
筆
本
の

本
多
弘
之
（
ほ
ん
だ 

ひ
ろ
ゆ
き
）

講
師
。
一
九
三
八（
昭
和
十
三
）年
、中
国
黒
龍
江
省
生
ま
れ
。
一
九
六
一（
昭
和
三
十
六
）年
、

東
京
大
学
農
学
部
林
産
学
科
卒
業
。
一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
、大
谷
大
学
大
学
院
修
了
、

同
大
学
助
手
就
任
。
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
、
同
助
教
授
辞
任
。
一
九
八
六
（
昭
和

六
十
一
）
年
、
真
宗
大
谷
派
本
龍
寺
住
職
。
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
、
親
鸞
仏
教
セ
ン

タ
ー
所
長
就
任
。著
書
に『
現
代
と
親
鸞
─
現
代
都
市
の
中
で
宗
教
的
真
理
を
生
き
る
─
』『
親

鸞
聖
人
の
お
念
仏
』（
東
本
願
寺
出
版
）、『
親
鸞
の
救
済
観
』（
文
栄
堂
書
店
）、『
静
か
な
る

宗
教
的
情
熱
─
師
の
信
を
憶
念
し
て
』（
草
光
舎
）、『
新
講 

教
行
信
証
』『
浄
土
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
』

（
樹
心
社
）、『〈
親
鸞
〉
と
〈
悪
〉 

わ
れ
ら
極
悪
深
重
の
衆
生
』（
春
秋
社
）
な
ど
他
多
数
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
書
か
れ
た
「
正

信
念
仏
偈
」
と
い
う
名
前
を
、
講
題
に
出

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
偈
を
始
め
る
に
当
た
り
、
ご
自
身

が
書
い
て
お
ら
れ
る
文
（
先
に
述
べ
た
名
前

「
正
信
念
仏
偈
」）
の
直
前
に
、「
し
か
れ
ば

大
聖
の
真
言
に
帰
し
、
大
祖
の
解
釈
に
閲

し
て
、
仏
恩
の
深
遠
な
る
を
信
知
し
て
」

と
書
い
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
偈
文
を

後
の
学
者
が
解
釈
す
る
場
合
、
前
半
は
専

ら
「
大
聖
の
真
言
」
と
し
て
の
三
経
、
特

に
真
実
経
た
る
『
大
無
量
寿
経
』
に
依
り
、

後
半
は
「
大
祖
の
解
釈
」
す
な
わ
ち
七
祖

に
依
る
部
分
で
あ
る
と
、
科
文
で
区
分
け

し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
確
か
に
そ
う
言
わ
れ
る
面
が

あ
る
の
だ
が
、
は
た
し
て
宗
祖
が
書
か
れ

て
い
る
事
柄
に
忠
実
な
解
釈
と
い
え
る
の

か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
で
、
今

回
は
で
き
る
限
り
い
わ
ゆ
る
「
先
輩
の
軌

轍
」（
解
釈
の
歴
史
）
に
は
頼
ら
ず
、
宗

祖
が
ご
苦
労
の
末
に
到
着
さ
れ
た
独
自
の

思
想
信
念
と
し
て
、「
本
願
の
因
果
」
に

よ
る
大
乗
仏
道
の
成
就
の
理
路
を
訪
ね
て

み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
「
正

信
偈
」
と
宗
祖
自
身
が
書
い
て
い
る
十
行

二
十
句
は
、
果
た
し
て
単
に
『
大
経
』
に

依
る
部
分
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。「
正
信
偈
」
の
後
半
の

本
講

本
多
弘
之

2022年

『
正
信
念
佛
偈
』講
讃



部
分
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
「
大
祖
」
す

な
わ
ち
七
人
の
祖
師
方
に
依
っ
て
讃
偈
し

て
い
る
も
の
に
相
違
な
い
。
し
か
し
そ
う

は
言
っ
て
も
、
短
い
偈
文
に
ま
と
め
て
お

ら
れ
る
思
想
信
念
の
内
容
は
、や
は
り「
親

鸞
の
思
想
」
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る

と
す
る
の
が
順
当
だ
と
思
う
。

　『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
『
大
経
』
を

真
実
の
経
と
し
、
そ
の
体
が
「
本
願
の
名

号
」
で
あ
る
と
表
現
し
て
あ
る
の
も
、
そ

の
淵
源
が
親
鸞
以
前
に
あ
る
と
聖
人
自
身

は
言
わ
れ
る
に
相
違
な
い
け
れ
ど
も
、
判

然
と
そ
の
こ
と
を
言
表
さ
れ
た
の
は
、
聖

人
自
身
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
本

願
力
の
「
往
還
二
回
向
」
に
よ
る
衆
生
救

済
と
い
う
信
念
も
、
い
う
ま
で
も
な
く
宗

祖
親
鸞
の
独
自
の
了
解
で
あ
る
。
今
回
は

「
正
信
偈
」
に
依
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
宗
祖
親
鸞
の
ご
苦
労
を
訪
ね
て
見
た
い

と
思
う
の
で
あ
る
。

努
め
た
の
で
あ
る
。

　
宗
祖
親
鸞
聖
人
が
、
法
然
上
人
と
の
値

遇
を
通
し
て
た
し
か
め
開
顕
し
た
、
阿
弥

陀
如
来
に
よ
る
他
力
回
向
の
大
信
心
の
上

に
開
か
れ
る
浄
土
真
宗
は
、
人
間
の
我
執

に
基
づ
く
仏
法
利
用
の
一
点
の
介
在
を
も

ゆ
る
さ
な
い
真
実
の
教
え
を
、
我
執
に
満

ち
た
現
実
の
社
会
の
真
っ
た
だ
中
で
人
々

と
共
に
歩
み
つ
つ
聞
き
開
い
て
い
く
、
希

有
な
生
き
方
を
開
示
す
る
仏
道
で
あ
る
。

　
覚
如
上
人
の
生
き
た
時
代
は
、
宗
祖
が

か
か
る
仏
道
の
要
を
受
け
た
法
然
上
人
が

亡
く
な
っ
て
暫
く
の
年
次
が
経
過
す
る
中

で
、
専
修
念
仏
の
教
え
の
受
け
止
め
方
を

め
ぐ
り
浄
土
諸
流
間
で
の
見
解
の
相
違
が

顕
在
化
し
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
門
流
ご
と

に
法
然
上
人
を
顕
彰
す
る
伝
記
の
制
作
や

拠
点
の
地
の
確
定
が
活
発
化
し
た
時
期
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
宗
祖
の
在
世
中
か
ら
存

在
し
て
い
た
、
関
東
の
門
弟
間
で
の
教
え

の
受
け
止
め
方
を
め
ぐ
る
異
な
る
見
解
の

存
在
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
更
に
、
そ

　
こ
の
た
び
二
〇
二
二
年
の
安
居
次
講
を

拝
命
し
、
聴
衆
の
皆
様
方
と
共
に
『
親
鸞

聖
人
伝
絵
』
を
拝
読
す
る
機
会
を
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
た
。

　『
親
鸞
聖
人
伝
絵
』
は
、
宗
祖
親
鸞

聖
人
の
曽
孫
覚
如
上
人
（
一
二
七
〇
─

一
三
五
一
）
が
撰
述
し
た
、
宗
祖
の
生
涯

と
そ
の
意
義
を
記
し
た
伝
記
絵
で
あ
る
。

覚
如
上
人
は
、
二
十
一
歳
か
ら
翌
々
年
ま

で
二
年
近
く
を
か
け
て
関
東
の
宗
祖
の
遺

跡
を
巡
拝
し
て
門
弟
等
と
出
遇
い
、
改
め

て
多
く
の
人
々
と
共
に
歩
ん
だ
宗
祖
の
生

涯
に
つ
い
て
教
示
を
受
け
た
。
そ
し
て
そ

こ
で
の
知
見
と
領
解
を
も
と
に
、
二
十
五

歳
、
宗
祖
三
十
三
回
忌
の
年
、
宗
祖
の
生

涯
を
た
ど
り
つ
つ
そ
の
徳
を
讃
仰
す
る

『
報
恩
講
私
記
』
を
著
し
、
そ
の
翌
年
に

は
重
要
な
出
来
事
を
盛
り
込
ん
で
『
親
鸞

聖
人
伝
絵
』
を
述
作
し
た
。
更
に
そ
の
後

も
、
現
在
、
真
宗
本
廟
に
所
蔵
さ
れ
る
康

永
本
と
称
さ
れ
る
伝
絵
に
お
い
て
う
か
が

わ
れ
る
よ
う
な
完
成
さ
れ
た
形
に
至
る
ま

で
、
ほ
ぼ
生
涯
を
尽
く
し
て
伝
絵
の
改
訂

を
行
い
、
宗
祖
の
事
績
の
領
解
と
公
開
に

東
舘
紹
見
（
ひ
が
し
だ
て 

し
ょ
う
け
ん
）

擬
講
。
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
、
岩
手
県
生
ま
れ
。
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
、

大
谷
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
。
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
、
大
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。
大
谷
大
学
文
学
部
講
師
、
准
教
授
を
経
て
、
現
在
、
大
谷
大

学
文
学
部
歴
史
学
科
教
授
。
博
士
（
文
学
）。
専
門
は
日
本
古
代
・
中
世
仏
教
史
。
仙
台
教

区
盛
岡
組
善
林
寺
住
職
。
共
著
に
『
蓮
如
・
人
と
教
え
─
『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』
に

学
ぶ
─
』（
東
本
願
寺
出
版
）、『
日
本
の
名
僧
　
５
　
浄
土
の
聖
者
　
空
也
』（
吉
川
弘
文
館
）。

次
講

東
舘
紹
見

『
親
鸞
聖
人
伝
絵
』考
察

講
　
　
本
　『
正
信
念
佛
偈
』

テ
キ
ス
ト
　『
真
宗
聖
典
』（
東
本
願
寺
版
）

　
　
　
　
　�『
顯
淨
土
眞
實
敎
行
證
文
類
』
翻
刻
篇

　
　
　
　
　�『
真
宗
聖
教
全
書
』
一
・
三
経
七
祖

部
（
大
八
木
興
文
堂
）



安居開設にあたって

当派の寺院・教会からのご注文は
２割引となります。

2022年

れ
ま
で
世
俗
社
会
と
密
接
に
か
か
わ
り
つ

つ
専
修
念
仏
を
圧
迫
し
て
い
た
顕
密
諸
宗

と
の
関
係
や
、
様
々
な
仏
・
菩
薩
、
更
に

は
神
祇
へ
の
信
仰
に
関
し
て
見
解
を
示
す

こ
と
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
諸
課
題
を
抱
え
つ
つ
、
宗
祖
の

教
え
を
共
に
聞
信
す
る
場
で
あ
る
廟
堂
を
、

現
実
の
時
代
社
会
の
中
で
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
確
立
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と

が
最
要
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
さ
し

く
、
法
然
上
人
、
親
鸞
聖
人
と
そ
の
同
朋
・

同
行
が
聞
き
開
い
た
、
現
実
の
中
で
の
教

法
の
聞
信
と
い
う
仏
道
の
あ
り
方
が
、
改

め
て
き
び
し
く
問
い
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
時

期
で
あ
っ
た
。

　
覚
如
上
人
は
、
か
か
る
教
え
と
時
代
社

会
の
現
実
と
が
新
た
な
緊
張
感
を
は
ら
み

つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
生
を
受
け
、
ま
さ
に

そ
の
両
者
が
切
り
結
ぶ
場
と
し
て
の
廟
堂

の
確
立
に
生
涯
を
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
歩
み
の
中
で
宗
祖
の
生
涯
の
意
味

を
繰
り
返
し
憶
念
し
続
け
た
成
果
が
『
親

鸞
聖
人
伝
絵
』
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
こ
に
見
ら
れ
る
覚
如
上
人
の
主
張
点
、

す
な
わ
ち
宗
祖
を
阿
弥
陀
如
来
の
化
現
と

し
て
讃
仰
す
る
点
や
、
廟
所
を
門
弟
に
よ

る
崇
敬
の
場
と
位
置
づ
け
る
点
等
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
、
宗
祖
と
そ
の
廟
所
を

自
ら
の
立
場
に
引
き
付
け
自
身
を
権
威
づ

け
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
発
す
る
も
の
と

評
価
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
伝
絵
を
拝
読
す
る
と
、
そ
の
内
容

が
、
矛
盾
に
満
ち
た
現
実
社
会
の
中
で
浄

土
真
実
・
本
願
力
回
向
に
よ
る
現
生
正
定

聚
、
念
仏
往
生
の
一
道
を
生
き
切
ら
れ
た
、

元
祖
法
然
上
人
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
、
そ
し

て
両
祖
と
共
に
あ
っ
た
同
朋
・
同
行
の

人
々
の
生
き
方
、
そ
の
道
筋
を
確
か
め
よ

う
と
す
る
視
点
に
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
る
。

　
こ
の
た
び
の
安
居
に
お
い
て
は
、
法
然

上
人
と
の
値
遇
に
よ
り
本
願
力
回
向
の
仏

道
に
入
ら
し
め
ら
れ
、
人
々
と
共
に
生
き

た
親
鸞
聖
人
の
生
涯
、
そ
の
歩
み
を
人
々

と
共
に
仰
ぎ
つ
つ
時
代
社
会
の
現
実
を
生

き
た
覚
如
上
人
の
生
涯
、
そ
し
て
か
か
る

先
達
の
歩
み
の
中
に
弥
陀
回
向
の
清
浄
願

心
の
は
た
ら
く
姿
を
仰
ぎ
つ
つ
現
在
を
生

き
よ
う
と
す
る
者
の
生
き
方
、
こ
の
三
者

の
立
脚
点
の
重
な
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、

『
親
鸞
聖
人
伝
絵
』
の
内
容
を
考
察
し
て

ま
い
り
た
い
と
念
じ
る
次
第
で
あ
る
。
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講
　
　
本
　『
親
鸞
聖
人
伝
絵
』

テ
キ
ス
ト
　『
真
宗
聖
典
』（
東
本
願
寺
出
版
）

　
　
　
　
　�『
真
宗
史
料
集
成
』
第
一
巻
　
親
鸞

と
初
期
教
団
（
同
朋
舎
）

参 

考 

書
　�『
真
宗
重
宝
聚
英
』
第
五
巻
　
親
鸞

聖
人
伝
絵
（
同
朋
舎
）

　
　
　
　
　�『
大
系
真
宗
史
料
』［
特
別
巻
］
絵

巻
と
絵
詞
（
法
藏
館
）


